
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 ソフトウェア技術 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「ソフトウェア技術」 （実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

マルチメディアコースの生徒を対象に、コンピュータの運用管理に必要なソフトウェアに関する

基礎的な知識と技術を習得し、実際に活用する能力と態度を育成します。 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，制御対象を動作

させるコンピュータのソフトウェアの活用に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）コンピュータのソフトウェアについてシステムソフトウェアとプログラミングツールを踏まえ

て理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）コンピュータのソフトウェアに関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）コンピュータのソフトウェアを開発する力の向上を目指して自ら学び，情報技術の発展に主体的

かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

ソフトウェアに関する基礎的な

知識をもち、ＯＳ／サービスプ

ログラムやアプリケーションソ

フトウェアの特徴や働きを理解

し、目的とする処理を適切に行

えるソフトウェアを選択でき

る。実際にコンピュータを利用

し、ＯＳやアプリケーションパ

ッケージのインストールを行う

ことができ、ＯＳやアプリケー

ションパッケージの基本的な操

作を行える。また、ネットワーク

の接続やセキュリティ管理な

ど、システムの基本的な運用管

理を行うことができる。 

コンピュータにおけるソフトウェ

アとハードウェアの役割を認識

し、問題解決や処理のためにどの

ようなＯＳやアプリケーションソ

フトウェアを利用すればよいかを

判断し、適切なソフトウェアを利

用して処理を行える実践的な能力

を身につけている。 

コンピュータにおけるソフトウェ

アに興味・関心をもち、ＯＳをは

じめとするいろいろな種類のソフ

トウェアについて学習する意欲を

もち、実際にそれらのソフトウェ

アを活用しようとする態度を身に

つけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じ

て、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

学 

期 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
基
礎 

１．ソフトウェアの重要性 

２．ハードウェアとソフトウェ

アの分類 

３．コンピュータシステムの

処理形態 

a. ソフトウェアとハードウェアの

働きを理解し、ソフトウェアの

分類と基本的動作と特徴を理解

している。 

ｂ.ソフトウェアとハードウェアの

役割を認識し、コンピュータを

活用するためにはどのようなソ

フトウェアが必要であるかを考

えることができる。処理目的に

よりコンピュータシステムの処

理形態に違いがあることが理解

でき、適切な処理形態を選ぶこ

とができる。 

c. ソフトウェアの種類や分類など

の基本的な知識に興味をもち、

ソフトウェアの目的を理解し学

習する意欲をもつ。また、コン

ピュータシステムの利用形態や

処理形態の違いに興味があり、

どのような場所で利用されてい

るかを知る意欲がある。 

定期考査 

定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（ 

Ｏ
Ｓ 

） 

１．ＯＳの概要 

２．ＯＳの機能 

 

a. コンピュータにおけるＯＳの目

的を理解しており、システムによ

って利用されるＯＳが異なるこ

とを理解している。また、ＯＳの

基本的な機能と動作を理解して

おり、パーソナルコンピュータの

ＯＳについて基本的な操作方法

についての知識を身につけてい

る。 

b. ＯＳの目的と機能を学習するこ

とにより，コンピュータがどのよ

うにしてプログラムを処理して

実行しているかを理解し，実際に

アプリケーションなどの処理を

行っているときに、ＯＳがどのよ

うな働きをしているか考察でき

る。また、ハードウェアに適切な

ＯＳを選択することができる。 

定期考査 

定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 
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 ｃ.ＯＳの目的と重要性について関

心があり、ＯＳの機能を理解しよ

うという意欲があり、ＯＳの働き

を知ることにより、コンピュータ

システムをより深く理解しよう

とする態度を身につけている。 

   

２ 

学 

期 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
管
理 

１．インストールと環境整備 

２．小規模ネットワークの編成 

３．セキュリティ管理 

４．障害管理 

a. ＯＳのインストールをはじめ、

アクセス権の設定やコンピュー

タウイルス対策、マルウェア対

策、ファイアウォールの設定な

どのセキュリティ管理を含め

た、コンピュータシステムを運

用していくうえで必要な知識を

身につけ、障害に備えるために

どのような管理をすればよいか

を実践的に理解している。 

b. コンピュータシステムを構築す

るための基本的な知識をもち、

小規模なネットワークシステム

を構築して、運用管理・障害管

理などの重要性と方法を学習す

ることにより、コンピュータシ

ステムを安全に運用していくた

めにはどのような処理が必要か

判断し、実践的に対応できる能

力を身につけている。 

c. コンピュータシステムに興味を

もち、コンピュータシステムを

構築し、システムを安全に運用

していく方法を学習する意欲が

あり、ネットワークの接続やセ

キュリティ管理などシステムを

運用していくうえで重要な知識

を積極的に学習する態度が身に

ついている。 

定期考査 

実習課題 

定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

実習態度 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

 

１．ソフトウェアパッケージ 

２．アプリケーションパッケー

ジ 

３．情報の収集と活用 

ａ. 用途や使用形態によるソフトウ

ェアパッケージの種類を理解し

ている。アプリケーションパッケ

ージの分類を知っており、基本的

なアプリケーションパッケージ

のインストールと操作を行う知

識をもち、処理に応じてソフトウ

ェアを使い分けることができる。

また、正しく情報収集を行う方 

定期考査 

実習課題 

定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

実習態度 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 
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ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

 法を理解しており、情報を取捨選

択できる知識を備えている。 

ｂ.目的とする処理に、どのようなア

プリケーションパッケージを利

用すればよいかを考え、実際に処

理を行える実践的な能力を身に

つけている。また、インターネッ

トなどを利用して収集した情報

を取捨選択する能力を身につけ

ており、それぞれのアプリケーシ

ョンソフトウェアのデータを連

携して利用し、情報を整理・加工・

編集して、プレゼンテーション支

援ソフトウェアやWebページなど

を利用して発信できる。 

ｃ. 基本的なソフトウェアパッケー

ジの機能と操作に興味をもち、実

際にアプリケーションソフトウ

ェアのソフトウェアパッケージ

を利用して処理を行うために必

要な知識を身につけようとする

意欲がある。また、アプリケーシ

ョンソフトウェアを積極的に活

用しようとする態度を身につけ

ている。さらに、情報収集の方法

と利用に興味があり、積極的に情

報発信しようという意欲がある。 

   

３ 

学 

期 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

１．情報セキュリティの基礎 

２．情報セキュリティ技術 

ａ. 情報セキュリティの必要性を理解

しており、マルウェアの種類や脅威

を理解しており、それらの対策につ

いての知識がある。また、暗号鍵を

利用した電子署名などの認証技術

について理解している。 

ｂ.情報セキュリティに関する基本

的な知識をもち、セキュリティの

必要性と構築方法を理解し、実践

的にセキュリティ対策が行える。

また、暗号化技術などセキュリテ

ィに関する技術の内容を理解し、

実際にどのように利用されてい

るかを理解している。 

ｃ. 情報セキュリティの必要性を

理解しており、安全な情報システ

ムを構築するにはどのようにす 

定期考査 

定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 
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 ればよいかに関心がある。また、

コンピュータシステムに脅威を

及ぼすマルウェアに関心があり、

それらに対抗する手段の学習に

積極的に取り組む意欲がある。 

   

情
報
に
関
す
る
法
規 

１．情報に関する法規 ａ. 情報に関する法律についての知

識をもち、遵守する必要性を理解し

ている。 

ｂ.情報に関する法律や規格につい

て、なぜそのような法律が必要か

考え、情報モラルを守るよう他者

に働きかけることができる。 

ｃ. 情報に関する法律や規格に興味

があり、遵守しようという態度が

身についている。 

定期考査 

定期考査 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

提出物 

(ﾉｰﾄ等） 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


